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研究成果の概要（和文）：乳幼児の虐待事例の検討会へ出席し，また，国内外の子ども虐待の父

親特性に関する文献レビューを実施し，子ども虐待支援経験のある保健師へのインタビューを

実施した。すべての得られたデータを総合し，乳幼児の虐待事例・虐待リスク事例における父

親の特性として，家族関係を含む人との関係を構築することの困難さ，感情表出の難しさや自

己本位な行動の特性が明らかになった。本研究より，父親自身を理解し，父親と援助関係を作

ることの難しさ，父親が家族との関係を形成していくための支援技術を支援者が培うことが重

要であることが示唆された。 

 

研究成果の概要（英文）：We analyzed data from cases as told to us through a 

semi-structured interview with public health nurses who had been in charge of services for 

child abuse, and review of domestic and international research papers on the 

characteristics of fathers regarding child abuse and cases report meeting of infants 

abuse.From the all these data, the characteristics of fathers who commit child abuse were 

the difficulty to build relationships with others includes emotional family relationship, and 

to express emotion and characteristics of selfish behaviors. The findings suggest the 

necessity for expert public health nurses to understand fathers, to be aware of the difficulty 

of building a supportive relationship with fathers, and to improve skills to help fathers 

form a good relationship with family members. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 研究課題の社会背景 

児童虐待による死亡事例の検証結果（平成
17 年 4 月第 17 回社会保障審議会）により，
全事例の死亡状況の概要が明らかになって
いる。児の年齢構成では 0歳児が 44％，1歳
児が 12％，2 歳児が 20％であり，全てが 6

歳以下であった。児童虐待の中でも乳幼児期
は，虐待の早期予防における支援の必要性が
高い。 

わが国の母子保健施策は，各市町村で母子
保健計画を策定し，妊娠出産，子育て期の過
程を通して一連のサービスを体系的に推進
している。その中で，保健師は虐待の事例ば
かりではなく，いわゆる虐待リスクのある事
例についても乳幼児期の早期から関わるこ
とができ，早期発見，予防への社会的期待も
高い。 

 

(2) 児童虐待リスクに関する研究の動向 

日本における児童虐待に関する研究は，虐
待のリスク要因の検討や早期発見のための
アセスメント指標の開発に関する研究は
徐々に進んできている。父親による虐待は増
加しているという報告がされている一方，母
親による虐待に関する研究に比べて，父親に
よる虐待に関する研究は少ない。 

諸外国の研究論文を検討した場合，児童虐
待リスク予測について父親と母親の比較研
究，身体的虐待及びネグレクトのリスクのあ
る父親とリスクアセスメント，父親役割に関
する研究など，リスク予防のため父親そのも
のに焦点をあてた研究が進んでいる。その父
親の要因とは主に，基本属性，父親役割，心
理社会的要因等で分析され，虐待リスクのあ
る父親とマルトリートメント（不適切な養
育）する家庭の父親は本質的に同じであると
指摘されている。 

 

２．研究の目的 

事例分析を通して，乳幼児の虐待事例・虐
待リスク事例における父親の特性と心理社
会的要因について明らかにし，父親への支援
上の課題について明らかにする。 

 

３．研究の方法 

A 県内の１保健所管内の 3 市町で協力が得
られた自治体の保健センターで行われてい
る保健所および市町村保健師の事例検討会
に出席し，乳幼児の虐待事例・虐待リスク事
例の情報を収集し検討する。さらに，国内外
の子ども虐待の父親特性に関する文献を検
討し，文献レビューを行う。また，事例を担
当する支援経験のある保健師へのインタビ
ューも同時に実施する。得られたデータを総
合して検討し，乳幼児の虐待事例・虐待リス
ク事例における父親の特性と心理社会的要

因について明らかにし，父親への支援上の課
題について検討する。 
 

(1)事例検討会の出席 
北海道内の保健所管内で,児童福祉施設や

医療福祉サービス等社会資源が比較的整備
されている 1 つの地域を特定し,協力が得ら
れる行政機関に依頼し,研究課題に関する情
報収集,学習の機会とするため,子育て支援
に関する事例検討会に出席した。 
 
(2)国内外の研究の文献レビュー 
子ども虐待における父親のリスク要因に

ついての研究を把握し，今後の子ども虐待に
おける父親の特性に関する研究，実践上の課
題を明らかにするために，国内外の研究の文
献を検討した。 
 
(3)熟練保健師へのインタビュー 
保健師がとらえる子ども虐待事例におけ

る父親の特性について明らかにすることを
目的として保健所及び保健センターに勤務
している母子保健業務の経験 5年以上の保健
師に半構造化面接を実施し，質的に分析した。 
 

４．研究成果 
(1)事例検討会に出席 
子育て支援事例検討会に出席し，現地の保

健分野での子ども虐待事例の把握方法，支援
内容，支援体制などについて把握し，各職種
の役割，連携内容について検討した。検討会
での事例紹介，虐待の判断，支援内容等の検
討に加わった。事例の父親の特性は，年齢，
経済的状況，家族構成，性格特性など多岐に
わたっていた。 
 

(2)文献レビュー 
国内文献は，キーワード「児童虐待＆父親」

で 105 本が検索され，原著論文は 68 本であ
り，国外文献は，「Child Abuse＆Father」で
372 本，「Child Abuse＆Father＆Risk」で 149
本が検索され，抄録のある論文は 123 本であ
った。合計，191 本を文献検討の対象とした。
父親の特性に関する記載がある国内文献 7本，
国外文献 13 本を文献レビューした。 
国内外の研究結果を比較すると，明らかと

なっている父親の属性要因は共通していな
かった。国内の研究では，属性として，幼児
期の被虐待経験，年齢 35 歳未満が挙げられ
ていた。国外の研究では，属性として，人種
（アフリカ系アメリカ人），非雇用（無職），
全ての子どもの生物学的な父親ではない，父
親代理として住んでいる等が明らかになっ
ていた。 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１子ども虐待における父親の属性要因 
 
父親の心理社会的要因について共通して

いた項目は，夫のパートナーに対する暴力と，
反感等の感情であった。国内では，母親の虐
待傾向へ影響する要因として，父親の面倒な
存在ととらえる児へ対する感情，父親の DV
許容傾向という要因が明らかになっていた。
国外では，子ども虐待の父親のリスク要因と
して，パートナーに対する暴力と反感等の感
情以外では，パートナー，子どもに対する共
感性が低い，客観的な受け止めが低い，父親
自身の子どもへの態度，しつけ，怒り方等が
挙げられていた。 
国外内の研究に対する取り組みの違いは，

子ども虐待が社会問題として取り組まれて
きた背景の違い，家族背景の違いが考えられ
た。今後，日本において子ども虐待における
父親の特性について研究を進め，父親に対す
る支援内容について検討することが課題で
あることが示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 父親の心理社会的要因 
 (3)熟練保健師へのインタビュー 
①対象者から語ってもらった事例は，全部

で 13 事例であった。今回は 13 事例のうち，

まず両親によるネグレクトがあり，身体的虐
待あるいは心理的虐待を複合している 8事例
を分析対象とした。 
結果，見出されたカテゴリーの中で，【家

族と情緒的な関係を結ぶことが難しい】【家
族以外の人との関係を求めることが難しい】
というカテゴリーは，父親の対人関係の特性
であった。 
父親は子どもとの関係性が形成されてい

ない，また，母親と向き合えず母親とも安定
した関係がつくれていない，実家の家族との
関係もあまりよくない状況である。つまり，
家族の誰とも情緒的な関係が結べていない
状況が伺えた。 
また，【感情，考えを表出することが難し

い】【自分勝手な行動をする】【社会性に欠け
る行動をとる】【攻撃的な態度と行動をとる】
のカテゴリーは，父親の行動の特性であった。 
本研究より，父親自身を理解し，父親と援

助関係を作ることの難しさ，父親が家族との
関係を形成していくための支援技術を支援
者が培うことが重要であることが示唆され
た。 
 
②対象者から語ってもらった 13 事例のう

ち，虐待の種類はネグレクトであり母親の精
神的不安定のみを呈している 3事例を分析し
た。 
結果，保健師がとらえる母親の精神的不安

定を助長させると考えられる父親の行動特
性は，【夫婦の問題を解決できず他人に話す】
【家族の状況と問題に気付かない】【育児方
法の正解を求めて行動する】【母親の代わり
に率先して動き育児に口を出す】【自分の育
児の頑張りを強く主張する】の 5カテゴリー
にまとめられた。 
本研究より，父親の育児や家事に対する頑

張りを認め，悪循環を打開しうまく家族と関
われるよう父親をエンパワメントするため
の支援技術が必要であることが示唆された。 
 
(4)考察 
今回，明らかになった父親の特性について，

国内外の文献レビューと保健師へのインタ
ビューにおいて父親の心理社会的要因で共
通していた項目は，夫のパートナーに対する
暴力，反感等の感情，攻撃的な態度であった。
また，インタビューで得られた家族関係や社
会性に欠ける行動は，国外の研究で指摘され
ていたパートナー，子どもに対する共感性が
低い，客観的な受け止めが低い，父親自身の
子どもへの責任，しつけ，怒り方等と共通す
る部分があると考えた。 
 
また，今回，保健師とのインタビューから

得られた内容で，【感情，考えを表出するこ
とが難しい】【自分勝手な行動をする】とい



うカテゴリーは，父親の特性として着目すべ
き部分であると考えた。 
前者は，自分の考えがなく感情も感じられ

ないが，後者は，自分なりの勝手な考えがあ
るので，その意味では相反している内容と受
け取れる。このような状況から，保健師が父
親自身の考え，意図が把握し難い状況が窺え
る。この父親の理解に苦しむ行動こそが，子
ども虐待事例の父親の特性の鍵となると考
える。この背景にある父親の価値観，考え，
感情等，父親自身の心理面を把握することが
必要である。 
保健師は子ども虐待支援において，家族支

援における父親への支援の重要性を認識し
父親と関わっていることが推察される。しか
し，父親への支援困難な背景にはさまざまな
要因があると考える。 
単独で家庭訪問し父親に会って恐怖を感

じた場合の対処方法，父親自身に明らかな疾
患がない場合の父親への関わり方，子どもの
成長発達や母親への支援を中心に関わって
おり父親役割についての伝え方等，これまで
父親支援の研究報告もあまりないことから
父親自身にどうアプローチすべきか戸惑い
があると考える。   
子どもや母親と情緒的な関係を結べず父

親としての役割がとれない父親に対してど
う支援すべきか，父親自身の気持ちが表出さ
れず自分勝手な行動をとる父親の行動をど
う理解すべきか，保健師は父親支援において
困難な状況にあることが窺える。 
夫婦間の問題を解決できず家族の問題に

も気付かない父親であれば，家族内の葛藤は
高くなる可能性があり虐待のリスク要因と
なり得る。また，母親に対して育児に関する
口を出し，自分の頑張りを主張し，母親の負
担に気付かない父親であれば母親のストレ
スは高まる一方である。 
保健師は母子保健活動を通して子どもの

成長発達や安全を守りながら，母親を中心に
育児支援，精神的支援を長期間継続して実践
してきた。保健師による父親への支援，家族
支援はまだ取り組み自体が明らかになって
いなく課題である。 
父親自身の攻撃的な態度や人との関係等，

なぜそのような行動をとっているのかを把
握することがまずは重要である。家族との情
緒的な関係や育児協力等の具体的な方法を
理解できずとっている行動なのか，弱みや否
定的な感情等の何らかの感情を隠したい心
理からとっている行動なのか，行動の背景に
潜む父親の心理をまず把握することが重要
である。その内容によってアプローチ方法が
変わってくる。保健師による子ども虐待事例
における父親支援は，今後，どのように具体
的に取り組むかは未知数であり課題である。  
今後，家族の支援をすすめていく時に父親

支援は必須であり，保健師は母子保健活動を
とおして介入できると考える。今後は，父親
の心理面についての理解を深め父親と援助
関係を構築すること，父親自身をエンパワメ
ントすることで家族全体の健康を目指す支
援が重要であり，そのための支援技術を支援
者が培うことが重要である。 
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